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例会担当委員会アワー

「クラブ管理運営について」 

●国際ロータリー第 2680 地区 

クラブ管理運営委員会委員長 矢坂誠徳様 

 

お手元にお渡ししています「手に手マニュアル」は、クラ

ブ管理運営委員会のアドバイザーの中村尚義パストガバナ

ー渾身の力作でございます。このマニュアルを熟読して下

さい。クラブ管理運営の基本になる事柄はすべて記載され

ています。 

この「手に手マニュアル」は W 表紙となっていまして紺の枠に囲まれています。1 枚目の表紙に

私たち委員会の思いを中村尚義パストガバナーが綴って下さいました。この文章のみでも十分と私

は感じています。委員長の私は W 表紙の 2 枚目の文面を書いたのみで、横の絵はガバナー事務所

の永井さんのお嬢さんがイラストレーターなのでお願い致しました。この「手に手マニュアル」は、

皆様の会社やご自宅の本棚等に収めて頂くと困ります。お札のように飾るのではなく、お守りのよ

うに手元に置いて下さい。常に手に持って頂く事で「手に手」なのです。 

さて、歴史と伝統ある龍野ロータリークラブは私が瀧川ガバナー年度に地区代表幹事を務めさせ

て戴いた時に、初めてガバナー公式訪問の随行者としてお邪魔致しました。その歓迎の素晴らしさ

は今でも鮮明に覚えております。会館の入口には特製のゲートが用意されており、瀧川ガバナーの

名前が大きく書き込まれていました。本当にびっくりしまして、その後に機会がある毎にそのお話

を致しますと、パストガバナーの皆様が全て同じく絶賛されていました。この御礼は本日の拙い卓

話の中で必ず申し上げなければならないと、頭に叩き込んでまいりました。 

また、本年度の本條会長は地区補助金の事業を神戸西で行った時は、ご親切なアドバイス、ご訪

問も頂戴いたしました。私が尊敬するロータリアンの最高の方と感じております。そして、会長エ

レクトの冨田さんは先般の RLI の研修に於いても特に熱心に取り組まれ、クラブの活性化をより目

指されております。 

そんな龍野ロータリークラブも、この時代の急激な進化と変化の波には、当然のごとく巻き込ま

れてしまいます。会員の減少、高齢化は 2680 地区に限ったことではなく、多くの地区、地域のロ

ータリークラブが当面の最大の克服すべき問題となっております。 

2840 地区のパストガバナーの田中久夫さんが書かれた、ロータリーのベストセラー「ロータリー

クラブに入ろう」は是非ご一読下さい。会長時代に 64 人のクラブを 115 人に 51 純増された経験談

が愉快なテンポで書かれています。会員の増強に特効薬はないのですが参考になります。 

その書の中で、特に熟練のロータリアンの方に必要なものは、「一、教育 二、教養」と書かれて

いますが実はギャグで、教育は「今日行く（ところ）がある」、教養は「今日用（事）がある」のだ

そうです。私も寺の住職を務めていますが、お坊さんとロータリアンは、歳を重ねた方が値打ちが

出ると冗談を言っています。年配のロータリアンの皆様は是非ロータリークラブライフを末長くお

楽しみ下さい。決して退会はされませんようにと、我がクラブではお願いを致しております。 

家族にロータリーに行く時はなんて素敵な笑顔でうきうきと出掛けて行くのだろう。きっと素晴

らしいお仲間と楽しく有意義な時間を過ごせるからよね。そんな風に思って送り出して貰えるロー

タリークラブは輝きを放っていますよね。 
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素朴なロータリーと研修を重ねて学ぶロータリー、この二つが巧く重なり合えばと常々感じます。 

私の責務は多くありますが、一番は皆様を鼓舞する事と認識しています。会員のお一人お一人が

クラブのリーダーです。皆様のクラブをより最高のクラブへと導く事が出来るのは、皆様をおいて

他にありません。愛する龍野クラブを地区一番のクラブにして下さい。日本一のクラブにして下さ

い。それを目標に無理せずに、のんびりと努力を重ねて下さい。心を一つにして楽しい和の中から

喜びと時には刹那さ感じあえ、共に苦楽を分かち合うお仲間作りをお願い致します。クラブ管理運

営は堅苦しい名称ですが、本来はクラブ奉仕です。皆様のこの素晴らしい龍野ロータリークラブは

皆様の温かい手の中に在ることをご理解戴きたいと思います。 

世界中の人々が幸福に暮らせる社会。国際ロータリー（RI）の「世界でよいことをしよう」とス

ローガンがありますが、世界中全ての人が幸福に暮らせる理想を、例えば世界中に絨毯をひきつめ

て、裸足で歩ける社会とするならば、それはなかなか出来ない事ですが、自分の足に絨毯を切って

くくりつけて歩けば、足の感覚は同じです。理想を追い求めることは大切な事です。でもその第一

歩は自分の足に絨毯をくくること、即ち自分自身を整えて、高潔性、多様性、親睦、奉仕、リーダ

ーシップのロータリーの中核的価値観を備えることが大切ではありませんか。もし全てのロータリ

アンが実行出来れば、世界中は絨毯がひきつめられた世界となり得ます。 

手に手をとって、ロータリーによって最高の社会を作り出しましょう。 

ご清聴、ありがとうございました。 

 


